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 菌状息肉腫（MF）およびセザリー症候群（SS）治療薬POTELIGEO®の 

欧州販売開始のお知らせ 

 

協和キリン株式会社（本社：東京都千代田区、代表取締役社長：宮本 昌志、以下「協和キリン」）は本日付

けで、全身治療歴を有する成人の菌状息肉腫（MF）およびセザリー症候群（SS）を適応症とした POTELIGEO®

（一般名：モガムリズマブ、日本製品名：ポテリジオ®）注をドイツで販売開始することをお知らせいたします。 

 

MF と SS はそれぞれ皮膚 T 細胞性リンパ腫（CTCL）の主な病型の中の一つです。CTCL は皮膚、血液、リンパ

節、内臓に影響を及ぼす希少な非ホジキンリンパ腫であり、1 10 万人あたり約 5.2 人が CTCL を発症しています。2 

MF と SS は CTCL の約 65%を占めており、1,3 欧州における MF の年間発症率は、11 万人に 1 人から 35 万人に

1 人、4 SS の年間発症率は 1000 万人に 1 人と推定されています。5 この疾患を持つ患者さんは、多くの場合、皮

膚の損傷、かゆみ、痛み、その他予測不可能な皮膚症状に悩まされています。POTELIGEO は、これらの皮膚症状や

疾患に関連する症状を改善し、また、対照薬と比較し無増悪生存期間（PFS）を有意に延長したことが示されまし

た。6 欧州における POTELIGEO の販売は協和キリングループの Kyowa Kirin International PLC が担当し、ドイ

ツでは 2020 年 6 月 15 日から処方が可能になります。 

 

協和キリングループは、ライフサイエンスとテクノロジーの進歩を追求し、新しい価値の創造により、世界の人々の健康

と豊かさに貢献します。 

 

注：POTELIGEO®について 

POTELIGEO は CC ケモカイン受容体 4（CCR4）を標的とするファーストインクラスのヒト化モノクローナル抗体です。CCR4 は

CTCL を含めた特定の血液がん細胞に高発現しています。POTELIGEO は抗体依存性細胞傷害活性（ADCC）増強に関連す

る協和キリンの技術（POTELLIGENT®）を用いて創製されました。 

POTELIGEO は 2018 年 11 月に欧州委員会（European Commission）により全身治療歴を有する成人の菌状息肉腫

（MF）およびセザリー症候群（SS）の治療薬として承認されています。 

 

本ニュースリリースは、当社が発表した英文プレスリリースの内容を日本語に翻訳、再構成し、発表しています。本ニュ

ースリリースの正式言語は英語であり、その内容・解釈については英語が優先しますことをご留意下さい。 協和キリン 

英語リリース 

https://www.kyowakirin.com/media_center/news_releases/2020/pdf/e20200615_01.pdf
https://www.kyowakirin.com/media_center/news_releases/2020/pdf/e20200615_01.pdf
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